
＜商品内容＞

 

純正サイレンサーボディーを取り外します。●１
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・ POWER BOX マフラー
・ ジョイントガスケット
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※ 説明書内の写真は試作品の為、実際の商品とはパイプの形状等、一部異なる場合があります。
※ 作業は平坦な場所でエンジン、マフラーが完全に冷えた状態で行なって下さい。
※ ボルト類の組み付け時には、緩み防止の為に“ ネジロック剤 ”を塗布の上、締め付ける様にして下さい。
※ キズ付き防止の為に、マフラー取り付け部廻りの塗装部分にはあらかじめガムテープ等を 貼っておく事をお勧めします。

サイレンサー接合部のバンドを緩めます。サイレンサー部の純正カバーを取り外します。
（後で再使用します。）

サイレンサー上部を固定しているボルトを取り外し、
車体に傷をつけない様にゆっくりと上下左右に
ゆすりながらサイレンサーボディーを引き抜きます。

POWER BOX マフラーを純正エキゾーストパイプに組み込みます。●２

接合部にガスケットが残っている場合には
きれいに取り除いておきます。
サビが発生したり、表面が荒れている場合にも
真鍮ブラシや紙ヤスリ等を使用してきれいに磨いておきます。

＜取付所要時間の目安＞
約15分

取付説明書
 POWER BOX メガホン
YZF-R25（型式：2BK-RG43J）

POWER BOX マフラーに
付属のジョイントガスケットを挿入します。
傷めないように優しく、ゆっくりと挿入します。

ジョイントガスケットが入り難い場合には
グリスを塗って滑りを良くして
ガスケットを回転させながらゆっくりと
優しく挿入します。

※ POWER BOXパイプとの組み合わせの場合
POWER BOXパイプとの組み合わせで装着する場合にはジョイントガスケットは使用しません。
その代わりに水滴垂れや排気漏れを防ぐ為にも接合部にあらかじめ液体ガスケットを塗布して組み付ける事をおすすめします。
POWER BOXパイプにはストッパーはありませんが、POWER BOXサイレンサー上部のステーの穴と
タンデムステップ部の固定箇所の穴が一致する所を差し込む深さの目安にして下さい。

POWER BOX マフラーを
（ステーを固定するタンデムステップ部
との穴位置を合わせながら）
エキゾーストパイプにゆっくりと優しく
挿入して行きます。



各部のクリアランスや取付状態を確認、調整しながら仮組みしていた箇所全てを本締めします。

サイレンサーに付着した汚れや油分を脱脂剤（パーツクリーナー）でしっかりと拭き取って下さい。
汚れや油分がマフラーに付いた状態でエンジンをかけて熱が加わりますと
後で落とすのが困難になりますのでご注意下さい。

※ マフラー装着完了後も、取り付け状態やボルトの緩みのチェックは定期的に行なって下さい。

エンジンを始動し、排気音や装着状態に問題の無い事が確認できましたら作業終了となります。
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※ 製品によっては、サイレンサーやマフラー本体に小さな穴を空けている事があります。
　 これは水抜き用に設けられた穴ですので、特に問題はございません。

※ 製品の構造上、使用状況によリましてはアフターファイヤーが発生する場合が
　 ありますが、性能や耐久性に問題が生じるものではございません。

※ 装着直後は、しばらくの間マフラー内部に残った油分により、
　 　   白煙や臭いが発生する場合がありますが、数日で解消されます。

※ マフラーの使用期間・使用状況によっては、音量が大きくなる事があります。
　   使用距離：10,000km毎を目安にサイレンサー内部消音材（＝グラス・ウール）
　   の交換をお勧め致します。  （詳細は弊社までお問い合わせ下さい。）

上記内容も合わせて良くご理解いただいた上でご使用下さい。

本締めを行ないます。
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サイレンサー部の純正カバーを取り付けます。
取り付けには純正のボルトを再使用します。
※カバーの内側にはカラーは使用しません。

スイングアームとのクリアランス、
タイヤとのクリアランスを良く
確認して下さい。　
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サイレンサー上部のステーを車体に仮止めします。
取り付けのボルト類は純正サイレンサーに
使用していたものを再使用します。

車輛の個体差によって、
ボルト穴の位置を合わせ難い場合には
タンデムステップを固定しているボルトを
一旦緩めながら合わせて下さい。

転倒歴やサスペンションの交換等によって車高が
変化している車輛では各部とのクリアランスには注意が必要です。
また、空車時に距離が近くても、乗車時になればスイングアームは離れて行く方向に移動します。
念のため乗車状態でのクリアランスも確認して下さい。
クリアランスが確保できない場合にはマフラー全体の固定箇所を全て緩めて再度各部の位置を調整して下さい。


